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さて 、 ジョ ー ジ は 、 バー ニー の 愛情 に 満ち た 、 賢い 目 を 見 下ろ し 
て (聴衆 、 笑 ) こう 言い まし た 。「 い っ た い 、 ど うし た らい い 
の だ ろう ・・・ いっ た い 、 ど うし た らい い の だ ろう ?」 そこ 
で 、 バ ー ニ ー は 、 彼 の 手 を な め て 、 (さら に に 笑 ) 
ショ ン を 返し まし た 。 「 エ ネル ギー の 自立 で す よ 、 ジ ョ ー ジ 。 エ 
ネル ギー の 自立 で す 。 そ れ が 、 戦争 そ を スト ッ プ させ る で し ょ う 。 
パワ ー プ レー を スト ッ プ させ る で し ょ う 。 あ な た の 国 の 人 々 を 、 
まっ た く 新 し い 形 で 養う こと に な る で し ょ う 。 エネ ルギー の 自立 
で す 。 」 それ で 、 ジョ ー ジ は 、 彼 の 最近 の 「 一 般 教 書 演説 」 で 、 
何 を 話し た で し ょ うか ? エネ ルギー の 自立 (自給 ) で す 。 1 回 、 
手 を な め た の は 、 価 値 が ある こと で し た 。 (聴衆 、 爆 笑 ) 

そし て 、 シ ャ ー ン ブラ は 言い ます 。「 私 た ち が 現 在 、 知っ て お く 
べき こと は 、 何 だ ろう ? 私 た ち は ど こ に いる の か ? 何 を し て 
いれ ば よい の か ?」 アダ マス 、 ク ツ ミ 、 そ し て トバ イア ス は 言 
いま す 。 エネ ルギー の 自立 で す 、 シ ャ ー ン ブラ の 皆さん 。 あな た 
自身 の エネ ルギー の 自立 で す 。 


コミ ュ ニ ケー 


過去 に あな た を 養っ て きた 、 最 も 主要 な も の で ある 「 フ ィ ー ル ド 」 
を 含む 、 す べ て の 物事 か ら 、 切り 離せ る よう に な る と 、 あ な た は 
自ら の エネ ルギー の 自立 と 、 究 極 に は 、 あ な た 自身 の 至高 の 性 質 、 
と いう 真実 を 学ぶ こと に な り ま す 。 エネ ルギー の 自立 で す 、 シャ 
ー ン ブラ の 皆さん 。 あな た は 言い ます 。「 で も 、 ど う や っ て する 
の で すか ?」 そう で すね 、 ど の よう に や る か 、 と いう こと で は 
な い の で す 。 と いう の は 、 そ れ は 、 いずれ に し て も 、 起こ る こと 
だ か ら で す 。 それは 、 起こ っ て いま す 。 私 た ち は 、 そ れ を 始め ま 
し た 。 私 た ち は 今 日 、 始め まし た 一 ここ で シャ ー ン ブラ た ち 
が と も に 集い 一 少し ずつ 、 あ な た を 「 フ ィ ー ル ド 」 へ と つ な 
げ て いた 物事 を 、 手放し て いく の で す 。 そう する こと で 、 あ な た 
は 、 エ ネル ギー 的 な 自立 が で きる よう に な り ま す 。 


つま り 、 あ な た が 「 フ ィ ー ル ド 」 に つなが っ て いる と 、 実に 、 集 
合意 識 に 、 天使 界 の 意識 に 、 あ ら ゆ る も の に 、 あな た は つなが っ 
て いる こと に な り ま す 。 切り 離す こと で 、 そこ か ら 養 われ る の を 
や め る こと で 、 ど の よう に し て 内 側 に 入り 、 あ な た の 内 部 で 、 完 
全 な 自由 と 、 完 全 な 自立 を 与え て くれ る も の を 目覚 め さ せ る か を 、 
学ぶ が の で す 。 だ か ら と いっ て 、 愛す る 者 が いな く な る と か 、 他 の 
人 々 と シェ ア し な く な る と か 、 グル ー プ づき あい が な く な る 、 と 
いう こと で は あり ませ ん 。 それ は 、 あ な た が 違う 、 自立 し た や り 
方 で や る よう に な る 、 と いう こと で す 。 仕事 か ら 養 われ る の で は 


な く 、 ち な み に そ れ は 、 遅かれ 早かれ 、 な く な ら な けれ ば な り ま 
せん 。 家族 や 友人 か ら 養 わ れる の で は な く 、 集合 意識 か ら 養 われ 
る の で は な く 、 エネ ルギー 的 に 自立 する の で す 。 至高 と な る の で 
す 。 あ な た 自身 が 、 完 全 に な る の で す 。 


それ は 、 起こ っ て いま す 。 強い る 必要 は あり ませ ん 。 それ に つい 
て 本 を 書く こと は で きま せん 。 それ は 単に 、 起こ る の で す 。 つ な 
が りや グリ ッ ド 、 そ うい う も の は 単に 、 溶け て な く な り ま す 。 あ 
な た の 身体 が 処理 で きる よう に 、 マ イン ド が 処理 で きる よう に 、 
ゆっ くり と 、 確実 に 、 消 えて いき ます 。 


むし ろ 、 問 題 に な る の は 、 あ な た が どの よう に それ に 反応 する か 、 
と いう こと で す 。 シャ ウド の 目的 は 、 そこ に あり まし た 一 そ 
の エネ ルギー を 植え つけ る こと で す 一 つま り 、 あ な た が パニ 
ッ ク に な ら ず に すむ よう に 。 あな た の 防御 シス テム が 沸き あがっ 
た り 、 怖 れ や 不安 が 入っ て き て も 、 それ が どこ か ら や っ て くる か 
を 、 理解 する た めで す 。 あな た の 人 生 で 、 物事 が 引っ くり 返っ て 
いる よう に 感じ て も 、 そ れ が な ぜ な の か を 、 理解 する た めで す 。 
それ は すべ て 、 素 晴らし い 魂 の 目的 の た めで す 。 魂 の 目的 と は 、 
つま り 、「 全 体 」、 あ る い は 「1 な る も の 」 を 手放し 、 あ な た 自 
身 で 完全 で 、 完成 する こと で 、 再び 、「 1 な る も の 」 を 創り 出す 
こと で す 。 素晴らし い エ ネル ギー の スパ イラ ル で す 。 


さて 、 こ こ で 、 勇 気 の あ る 人 た ちか ら 、 質問 を 受け まし ょ う 。 


リン ダ : アダ マス 、 私 は 、 ま ず 最 初 に 、 あ な た が 力強く 、 知 的 
で あり な が ら 、 横柄 さ を 少し 、 失 く す 決 心 を し た こと に 、 お 礼 を 
言い た いと 思い ます 。 私 た ちの 多く の 人 が 、 本 当 に 感謝 し て いま 
す 。 あ り が と う 。 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : 私 は まだ 、 自分 自身 の 横柄 
さ を 、 残 し て いま す 。 ( 笑 ) 


リン ダ : ああ 、 ご めん な さい ! それ か ら 、 あ な た が それ ほど 
素晴らし い 犬 に な れ た と いう の は 、 興 味 深い 話 で す 、 あ り が と う 。 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : 素晴らし い 犬 と いう の は 、 
私 の こと で は あり ませ ん 。 素晴らし い 犬 が 、 私 た ち が 一 何と 
言い ます か 一 ジョ ー ジ と 直接 的 な 接触 が で きる よう に 、 入 れ 
て くれ た の で す 。 


リン ダ : あり が と う 、 素 晴らし か っ た で す 。 


質問 1 : (マイ ク の 女性 ) : こん に ち は 、 ア ダマ ス 。 私 の と 
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て も 大 切な 友人 が 、 最近 や っ て き て 、 人 生 は 、 空港 の よう な も の 
だ 、 と 彼 は 信じ て いる と 言い まし た 。 ど の 便 に 乗っ て きた の か 、 
覚え て な く て 、 ど の 便 で 出発 する か 、 分 か ら ず 、 そこ で 何 を すべ 
きか も 、 あ まり 分 か っ て いま せん 。 それ に つい て の 、 あな た の ご 
意見 を ぜひ 、 お 聞き し た い の で す が 。 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : 本 当 に 。 極 め て 似 て いま す 。 

と いう の は 、 ほとん どの 人 間 が 、 どうやって ここ に や っ て きた の 
か 、 本 当 に は 自覚 し て い ず 、 去る の を 怖 れ て いて 、 そ の 間 、 空 : 

に いる の を 嫌悪 し て いる か ら で す 。 で すか ら 、 よ く 似 て いま す 。 
けれ ども 、 目的 それ 自体 と いう 意味 か ら 言え ば 、 目的 は 、 実に 明 
白 で 、 と て も クリ アー で す 。 ほ と ん どの 人 が 、 そ れ を 見 よう と は 、 

「 お お い 」 を 見 た が り ま せん 一 彼ら が か か っ て いる 催眠 が 、 
見 る の を 妨げ て いま す 一 な か に は 、 こ れ は 神 を 冒 流 する 言葉 
と 言う 人 も いま す が 一 目的 は 、 あ な た も また 、 神 で ある 、 と 
いう の を 発見 する こと で す 。 すべ て を 要約 し て 、 シン プル に 言う 
と すれ ば 、 シ ャ ー ン ブラ が 学ん で いる こと は 、 あな た の ここ で の 
情熱 は すべ て 、 あ な た も また 、 神 で ある 、 と いう こと の 発見 で す 。 

それ が 、 薔 薇 の 果実 な の で す 。 


質問 者 1 : どう も あり が と う 。 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : あり が と う 。 


質問 2 : (イン ター ネッ ト よ り 、 リ ンダ 読む ) : アダ マス 、 
私 は 、「 ア ルム ス (Alms) 」 と 呼ば れる 、 白い 金粉 の こと を 知り 、 
その 製品 の 開発 者 や 試し た 人 た ち に よる と 、 人 が ライ ト ・ ボ ディ 
に な る の を 、 ア セン ショ ン を 促進 する と いう こと で す が …・ ( ア 
ダマ ス が 遮る ) 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : 養 わ れ て いる チュ ー ブ か ら 、 
は ずれ て 下さ い 。 そん な 話 は 聞き た くも あり ませ ん 。 白い 金粉 を 
と ら な けれ ば な ら な いな ら 、「 フ ィ ー ル ド 」 か ら は ずれ る こと は 
あり ませ ん 。 エネ ルギー の 自立 を する こと は な いで し ょ う 。 あな 
た は 再び 、 外 側 の も の に 頼っ て いる の で す 。 あり が と う 。 次 の 質 
問 は 。 


リン ダ : ・・・ 横 柄 さ を 全部 、 手 放す と いう こと で し た けど ね 。 
( 笑 ) 


質問 3 : (マイ ク の 女性 ) : セン ト ・ ジ ャ ー メ イン 、 私 は 、 
今日 は 、 あな た へ の 愛 と 、 あな た が 頻繁 に 私 を 訪問 し て くれ る こ 
と へ の 感謝 の 気持 ち で 、 少 々 、 圧 倒さ れ て いま す 。 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : 訪問 する 時 は 、 私 た ち も 楽 
し ん で いま す 。 ( 笑 ) 


質問 者 3 : ええ 、 そ うだ と 思い ます ! それ か ら 、 あ な た の ユ 
ー モ ア に は 、 本 当 に 表現 で き な い くら い 、 感 謝 し て いま す 。 さ て 、 
少し 、 気持 ち を 静め る た め に 、 少々 、 ユー モア か ら 入 り た いと 思 
いま す 。 本 当 に た くさ ん の 影 の 可能 性 が 、 私 に や っ て き て いま す 。 
多 次 元 の 存在 で いる こと は 、 か な り 楽 に で きる の で す が 。 同じ 空 
間 と 時 間 の 流れ の な か で 、 同時 に や る の は 、 経験 が いり ます 。 そ 
こ で 、 先 週 の こと で す が 、 私 は ウォ ー ル マー ト に いた の で す が 、 
それ で 、 こ れ は 新しい こと で 、 か つて は ・・・ 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : 私 な ら 、 地 球 で 肉体 を 持っ 
て いた ら 、 そ の 場所 に は 、 あ まり 行き ませ ん が ね ! ( 笑 ) 


質問 者 3 : ええ 、 実際 、 私 も そう で す が 、 特に 私 が や っ た ・・・ 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : 人 生 は あま り に も 短い の で 
す ! (爆笑 ) 


質問 者 3 : オー ケー。 も う 2 度 と そこ に は 行く つも り は あり ま 
せん が ・・・ ( 実 ) 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : あら ゆる 「 お お い 」 の 集合 
意識 が 作用 し て いる の で す よ 。 


質問 者 3 : ええ 、 私 が し た の は 、 男性 トイ レ に 入っ て 行っ て し 
まい 、 一 瞬 、 新しい 影 の 可能 性 が や っ て きた の で は 、 と いう 怖 れ 
が 沸き 起こ り ま し た 。 ( 笑 ) さて 、 そ れ は いい の で す が 、 ま じ 
め な 話 に 移り まし ょ う 。 ご存知 の よう に 、 私 は 2 2 年 以上 の 間 、 
筆跡 の 分 析 専 門 家 で し た 。4 年 間 の 集中 的 な り サ ー チ に より 、 筆 
跡 が 自殺 の 可能 性 の 恐れ を 暗示 する 指標 を いく つか 、 究 明 し まし 
た 。 それ に つい て 本 を 書き 、「 自 殺 の 危険 信号 一 予測 の た め 
の 筆跡 分 析 の 枠組 み 」 と 名 づけ た プロ グラ ム を 企画 し まし た 。 こ 
れ が 、 こ の 1 ヶ月 の 間 に 、 高 まり を 見 せ て いる 、 影 の 可能 性 で す 。 
1 4 日 に に デン バー の ある 団体 に に プレ ゼン を し まし た 。 それ は 
な か な か 、 評判 が よかっ た の で す が 、 こ れ を 公 に し た い 、 と いう 
強い 衝動 を 感じ て いま し た 。 そこ で 、2 日間 、 ク ラリ ティ が 入っ 
て くる よう に し て いま し た が 、 火 曜日 の 朝 、 郵 便 ポス ト に 行く と 、 
これ まで 見 た こと も な いく らい 、 た くさ ん の ジェ ファ ー ソ ン 郡 の 
パト カー や 保安 官 が いて 、 近所 の 家 の 周 囲 に 、 立ち 入り 禁止 テー 
プ が 張り 巡ら され て いま し た 。 その 家 の 息 子 が 、 前 の 晩 、 自殺 し 
た の で す 。 そ れ で 、 シ ャ ー ン ブラ の 友人 た ち に この 話 を する と 、 
友人 の マッ ト が 、 新 し い 統計 に つい て 聞い た の を 教え て くれ まし 
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た 。 私 た ち は 皆 、 全国 で 自殺 が 、 驚く べき 割合 で 増加 し て いる の 
を 知っ て は いま す が 、 コ ロラ ド や 、 そ の 近辺 の 山間 の 州 で は 、 特 
に そう で す 。 私 た ちの 州 で それ が 事実 な の は な ぜ か に つい て 、 説 
明 し て も ら え ます か ? それ が 私 の 最初 の 質問 で す 。 2 つめ の 質 
間 は 、 この 新しい 道具 を さら に 受け 入れ て も ら え る 、 箱 の 外側 に 
ある 適切 な 組織 や 団体 に 、 私 が エネ ルギー を 集中 で きる よう に 手 
助け を し て いた だ きた い の で す が 。 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : いか に も 。 あ な た が 話し た 
組織 は 、 あ な た が た っ た 今 、 その 中 心 に 立っ て いる の が 、 シ ャ ー 
ン ブ ラ で し ょ う 。 他 に も た くさ ん 、 あ り ま す が 、 で も 、 あ な た は 
ここ で ・・・ ここ で 、2 重 に チェ ッ ク し て お きま す ・・・ シ 
ャ ー ン ブラ の エネ ルギー が 、 今後 、 数 ヶ月 の 間 に 、 独自 の クオ ン 
タム ・ リ ー プ を 遂げ 、 あ る 種 、 独特 の エネ ルギー・ シ ステ ム に な 
る の が 分 か る で し ょ う 文字 通り 、 比 職 的 に 、 そ し て 、 財政 的 
に 。 で すか ら 、 始め る に は 、 そ こ が 最 善 の 場所 で し ょ う 。 私 た ち 
は 、 あな た だ け で は な く 、 ア イデ ア や 情熱 、 書き た い 本 や 何で あ 
れ 、 持っ て いる 人 た ち に 向け て 、 言っ て いま す ・・・ この 「 シ 
ャ ー ン ブラ 会 社 」 が この よう な 形 で 創り 出さ れ て いる 目的 は すべ 
て 、 あ な た 方 が 創造 し て いる 、 すべ て の 物事 を 伝達 する ルー ト を 
提供 する た め に あり ます 。 現在 、 あ な た は 、 集合 意識 の レベ ル を 
突破 する の を 、 と て も 困難 に 思っ て いま す 。 けれ ども 、 こ の 新 し 
い 一 私 が 、「 シ ャ ー ン ブラ 株 式 会 社 」 と し て 触れ て いる も の 
で す が 、 実際 に は そう いう 名 前 で は あり ませ ん が 一 これ は 、 
機構 (メカ ニズム ) を 提供 する の で す 。 あ な た 方 が 皆 、 自 立 し て 
いる 一 方 で 、 要 は 、 あ な た の エネ ルギー を 、 一 定期 間 、 あ る い は 
具体 的 な 目的 の た め に 、 あ る 種 の 相乗 効果 (シナ ジー) へ 入れ る 
こと で 、 壮大 な 物事 を 創り 出せ する よう に する た め の も の で す 。 で 
すか ら 、 こ こ が 、 始 め る 場所 と 言え る で し ょ う 。 


自殺 に 関し て 言え ば 、 そ の 割合 は 、 全般 的 に 増加 し て いま す 。 こ 
こ に は 、 た くさ ん の 、 た くさ ん の 要因 が あり ます 。 地球 上 に 生き 
る の は 、 以前 より ずっ と 、 困難 に な っ て いま す 。 物事 が あま り に 
も 速く 進む の で 、 自殺 が 増え て いる ば か り で は な く 、 死亡 率 が 増 
加 し て いま す 。 必ず し も ・・・ これ を 述べ る の に 、 私 た ち は 、 
注意 深く 言 お うと し て いま す が ・・・ 死亡 率 は 、 必ず し も 、 増 
加 す る 必要 が な い 割 合 で 、 増加 し て いま す 。 医療 は 改善 し 、 意識 
は 、 多少 、 ク リア ー に な っ て いる 一 方 で 、 こ の 時 代 に 、 地球 で 生 
きる の を 、 た だ 、 困難 に 感じ る 人 た ちがい ます 。 自殺 に 至る も う 
ひと つの 要因 と し て 、 こ れ は 、 エネ ルギー 的 に 、 シ ャ ー ン ブラ に 
呼び か ける べき も の で も あり ます が 一 どの エネ ルギー・ ワ ー 
カー に 対し て も で す が 一 以前 に も 増し て 、1 人 の 人 間 が 占め 
る エネ ルギー 空間 が 少な く な っ て いる こと が あり ます 。 地理 的 な 
空間 の こと を 言っ て いる の で は あり ませ ん 。 私 た ち は 、 エネ ル ギ 


一 的 な 空間 の こと を 言っ て いま す 。 地球 上 に 生き る 人 間 が 増加 す 
る に つれ て 、 地球 に 近い 領域 に 、 より 多く の 存在 が 取り 囲む よう 
に な り 、 と に か く 、 こ こ は 混 雑 し て いる の で す 。 陸 地 に 対す る 、 
海 の 水 の 比 率 は 、 と て も 意図 的 な も の で し た 。 海 は 、 エネ ルギー 
を 処理 し 、 浄化 する も の で あり 、 それ は 、 地球 上 の 人 間 1 人 に 対 
し て 、 単に 一 定量 の エネ ルギー 的 な 空間 が 必要 だ 、 と いう こと で 
す 。 この いく つか の 一 何と 言う か 一 公式 に 入っ て いく の 
は 難し い の で す が 、 生 きる た め に 、 1 千 平方 フィ ー ト の 空間 を 、 
あな た が 必要 と する 、 と 想像 し て みて 下さ い 。 それ が 今 、5 O 平 
方 フィ ー ト に 引き 下げ られ て いる の で す 。 その こと が 、 た だ 、 身 
体 と スピ リッ ト が 、 協調 の 感覚 を 失わ せ 、 去り た いと 思わ せる 原 
因 と な っ て いる の で す 。 


3 次 元 の 領域 を 超え て 拡がる 、 より 大 き な エ ネル ギー 的 な 場 ( フ 
ィ ー ル ド ) を 、 人 が 発見 する 助け と な る 方 法 が あり ます 。 すべ て 
の 人 が 、 こ の 3 次 元 の エネ ルギー 的 な 領域 の 、 さ ら に は 、4 次 元 
の 住人 で も あり ます 。 けれ ども 、 シャ ー ン ブラ が 発見 し つつ ある 
こと の ひと つが 、 地 球 の 領域 に 限定 され た も の を 超え た 、 む し ろ 、 
あな た 自身 の エネ ルギー 場 を どう や っ て 創り 出す か 、 と いう こと 
で す 。 そ れ が お そら く 、 私 の 意見 で は 、 自 殺 の 最大 の 原因 で す 。 


質問 4 : (イン ター ネッ ト よ り 、 リ ンダ 読む ) : 私 は 、 影 
生体 の 考え 方 を 、 ま だ 、 ちゃ ん と 把握 し て いる か どう か 、 よく 分 
か り ま せん 。 ひと つの 現実 、 あ る い は 、 た くさ ん の 現実 が 、 明る 
い 場 所 に あり 、 他 の も の が 、 影 に ある と いう こと で す が 。 それ は 
つま り 、 私 が 影 の 現実 を 取り 出し て 、 それ を 、 私 の 人 生 の 明る い 
場所 に 、 意 識 に 持っ て くる と いう こと な の で し ょ うか ? その よ 
うな 場合 に は 、 影 の 現実 は 、 光 の 現実 に な る わけ で すね 。 こ れ は 、 
私 た ち が 人 生 に 豊か さ を も た ら す の と 、 同 じ プ ロ セ ス と いう こと 
に な る の で し ょ うか ? あり が と う 。 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : そう で すね 。 あ な た は 、 極 
め て 平坦 な 次 元 の 現実 に 存在 し て いて 、 そ こ で は 、 あ な た は 、 一 
度 に 、 本 当 に た だ ひと つの 現実 し か 、 具 現 化 する こと が で き な い 、 
と 信じ て いま す 。 あ な た の 人 生 で それ が 具現 化す る 時 、 た と えば 、 
あな た の 生体 を あげ て み ま し ょ う 。 あな た は 、 ある 特定 の 現実 を 
具現 化す る わけ で す 。 つま り 、 あ な た の 外見 や 、 健康 の 割合 一 
その 現実 が 、 文字 通り 、 その 背後 に ある 、 他 の 可能 性 を 見 る の を 
妨げ て いる の で す が 。 で すか ら 、 あ な た に は 、 文字 通り 、 身 に ま 
と うこ と の で きる 、 他 の 様々 な 体形 が 、 健康 の 割合 が 、 癒さ れ た 
身体 に 対す る 、 壊れ た 身体 と いう の が ある こと に 、 あな た は 気 づ 
いて いま せん 。 この すべ て の 可能 性 は 、 あな た が 取り こむ こと の 
で きる も の で す が 、 そ の 代わ り に 一 あな た は 、 こ れ を 、 明る 
い 場 所 に 持っ て くる と 言い ます が 、 私 た ち は そ れ を た だ 、 具現 化 
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させ る 、 現実 化 さ せる 、 と 呼び まし ょ う 。 ひと つの 可能 性 や 、 ひ 
と つの 影 だ けし か 取り こめ な い の で は な く 、 文字 通り 、 複数 の も 
の を 、 取り こむ こと が で きる と いう わけ で す 。 一 度 に 、 た だ ひと 
つの 現実 し か 創っ て は な ら な い 、 創 り 出せ な い 、 と 誰が 言う の か 、 
どん な 信念 体系 が 、 そ うさ せ て いる の で し ょ うか ? あな た は 、 
同時 に 、 複 数 の 現実 を 進行 し て いく こと が で きる の で す 。 そ れ で 、 
ええ 、 物 質 で すら 、 そ れ が で きま す 。 で すか ら 、 私 た ち は 、 シ ャ 
ー ン ブラ に 、 これ が ひと つの 現実 の 存在 の あり 方 だ 、 と いう 観念 
か ら 、 抜 け 出し て も らい た い の で す 。 これ は 、 複 数 の 現実 で あり 、 
可能 性 の な か か ら 、 どん な も の で も 選択 し て 、 取り こむ こと が で 
きる の で す 。 あ り が と う 。 


質問 5 : (マイ ク の 女性 ) : アダ マス 教授 、 テ レビ の 「Ghost 
Whisperer」 と いう ドラ マ の シリ ー ズ に つい て 聞き た か っ た の で 
す が 、 それ が どの よう に 一 あれ は 、 あ な た 方 か ら チ ャ ネリ ン 
グ し た も の で すか る ? 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : 私 は 、 非 人 生 の な か で 、 一 
度 も テレ ビ を 見 た こと が あり ませ ん 。 (少々 、 笑 ) 近寄ら な い 
よう に し て いま す 。 け れ ど も 、 あ な た の 質問 に 答え る な ら 一 

そう で すね ・・・ ええ 、 そ う で す ・・・ あな た の 質問 を 続け 
て 下さ い 一 ええ 、 そ れ は ・・・ 


質問 者 5 : 
で すか ? 


つま り 、 それ は 、 ド リー ムウ ォ ー キ ング に 似 た も の 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : いい え 。 


質問 者 5 : 違う ん で すね 。 

アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : 違い ます 。 本 当 に た くさ ん 
の 一 いわ ゆる 一 テレ ビ 番 組 や 、 映画 や 、 そ の よう な も の 
は 、 人 類 の 意識 が 上 昇 す る こと に 、 基 づい て いま す 。 そ れ ら は 、 
私 た ち が た っ た 今 、 や っ て いる よう な 、 直接 的 に チャ ネリ ング さ 
れ た も の と は 、 限り ませ ん 。 意識 が 上 昇 し 、 人 類 が より 、 広 い 意 
味 で の 真実 を 受け 入れ る 気持 ち が 出 て くる と 、 そ の よう な 番組 の 
ライ ター や 、 脚本 家 が 、 新しい 脚本 材料 を 引き 出す 扉 を 開く こと 
に な る の で す 。 で すか ら 、 そ れ は 、 あ る 存在 か ら 別 の 存在 へ 、 チ 
ャ ネリ ング され た も の で は あり ませ ん 。 存在 を 通し て 、 チャ ネリ 
ング され た 人 類 の 意識 が 、 テレ ビ 番 組 と し て 表れ る の で す 。 けれ 
ども 、 それ は 集合 意識 や 、 それ を 受け 入れ る ライ ター の レベ ル に 
と ど ま る くら い の も の で す 。 


質問 者 5 : あり が と う 。 


質問 6 : (イン ター ネッ ト よ り 、 リ ンダ 読む ) : こん に ち は 。 
前 回 の チャ ネリ ング で 、 こ う 言 いま し た 。 「 で すか ら 、 こ の ホリ 
デー・ シ ー ズ ン に 、 人生 を 楽し ん で 下さ い 。 羽目 を は ず し て 下さ 
い 。 他 人 の こと は 、 心 配 し な いで 下さ い 。 自 分 を 楽し ん で 下さ い 。 
それ 自体 が 、 代わ り と な る 、 影 の 可能 性 が 入っ て き て 、 あ な た が 
ステ ー ジ で 、 あな た の 人 生 で 、 と も に ダン ス を 踊る た め の 招 待 状 
な の で す 。 そ れ が 、 私 た ちか ら や っ て くる も の で は な いこ と を 、 
覚え て お いて 下さ い 。 入っ て くる の は 、 すべ て 、 あな た の も の で 
す 。」 で た ら め で す 。 私 に は 、 人 生 を 楽し む ひこ と な ど 、 で きま 
せん 。 な ぜ な ら 、 自 分 を その よう に プロ グラ ム し て いる か ら で す 。 
羽目 を は ず し た り 、 人 生 と ダン ス を 踊る こと な ん か 、 で きま せん 。 
私 に は 限界 が あり ます 。 あな た の 言葉 は 、 私 の な か の 、 大 き な フ 
ラス トレ ーション を 呼び 起こ し ます 。 それ は 、 私 が 主 に 養 わ れ て 
いる も の で す が 、 それ も 、 あな た は 楽し げに 、 も う 終 わっ た の だ 
と 告げ まし た 。 何 が 終わ っ た の で すか ? まず 、 私 の こと で は あ 
り ま せん 。 片手 に 素晴らし い ニ ュー ス を 掲げ て 、 現実 に 人 生 が 楽 
し め る よう に な る 可能 性 と いう の に は 、 うん ざり し て いま す 。 私 
は と て も 怒っ て いて 、 が っ か り し て いま す 。 時 々 、 あ な た の 話 を 
聞い て いる と 、 あ る い は 、 あな た は お そら く 、 そ れ は 自分 の 話 を 
聞い て いる の だ 、 と 言う の で し ょ う が 、 こ れ は 、 も う ひ と つの 偽 
の ・・・ (リン ダ が 、「 こ の 言葉 は 言わ な いで お きま す 」 と 言 
う 。) の よう に 思え ます 。 よい ニュ ー ス を 告げ て 、 どの よう に 人 々 
が それ を 、 呼吸 で 取り 入れ る の か 、 と いう こと を 自分 た ち で みつ 
けさ せる 代わ り に 、 私 の よう な 人 に 、 何 か 、 役に立つ 道具 を 与え 
よう と し た ら 、 ど う で すか 。 私 た ち に は 、 単なる 、 気 が 利 いた 言 
葉 以上 の も の が 必要 な の で す 。 


リン ダ : これ は 、 実際 は 、 ト バイ アス に 向け た も の で す 。 


アダ マス : セン ト ・ ジ ャ ー メ イン : 本 当 に ! 私 た ち に は 分 か 
っ つて いま す ! ( 笑 ) その こと で 私 た ち は 笑っ て いま し た ! ト 
バイ アス が これ だ け の トラ ブル を 引き 起こ し た こと に ! さて 、 
私 、 ア ダマ ス は 、 こ こ で 、 あ な た に 、 そ れ に 取り 組む た め の 、 実 
際 的 な 道具 を 与え ましょ う 。 (さら に 笑 ) トバ イア ス が そう し 
な か っ た の は 、 残 念 で すね ! 


私 が 久しぶり に 会 っ た 最も 壮大 な 創造 腹 で ある あな た を 、 自 分 で 

見 て ほし いと 思い ます 。 あ な た の 質問 を 、 も う 一 度 、 聞 き 返し て 、 

読み 返し て 下さ い 。 あ な た は 、 ま さ に 自分 が 創造 し て いる も の 、 

その も の を 得 て い ます 。 さて 、 あ な た が 、 違う 形 で 創造 し た いも 

の を 、 選択 し て 下さ い 。 あ り が と う 。 

質問 7 : (マイ ク の 女性 ) : 親愛 な る セン ト ・ ジ ャ ー メ イン 、 
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この 3 ヶ月 は 驚く べき も の で し た 。 私 は 途方 も な い 旅 を し て きた 
よう な 気 が し ます 一 つま り 、「 ド リー ムウ ォ ー キ ング スク 
ー ル 」 以 来 で す が 一 私 は 、 ド リー ムウ ォ ー ク に 出 て 、 そ れ が 、 

私 の ドリ ー ム ウォ ー ク で 、 私 の 過去 世 だ っ た 、 と いう 体験 を し ま 
し た 。 すべ て が 、 一 緒 に や っ て き て 、 私 は た だ 、 そ の 体験 に 、 完 
全 に 圧倒 され て いま す 。 そ れ は 一 圧倒 的 な 部 分 と いう の は 、 
キリ スト の 種子 が 、 それ ぞ れ の 人 生 に 持ち こま れ た の を 見 た こと 
に 関係 し て いて 一 何 千 と いう 人 生 で す 一 それ ら を 「 花 の 
橋 」 に 連れ て 行き 、 イ ェ シ ュ ア と あな た 、 ト バイ アス 、 他 の も の 
た ち に 会 いま し た 。 す る と 、 イ ェ シ ュ ア が 、 種 子 を 取り 上 げ て 、 
私 の 胸 の あたり に それ を 植え まし た 。 それ は 、 は っ きり し た 自覚 
が あり 、 と て も クリ アー な も の で し た 一 クリ スタ ル の よう に 
クリ アー で し た 。 それ か ら 数 日 間 一 その 夜 、 ベ ッ ド に 入っ て 
寝よ うと し て 、 横 に な り 、 休 ん で 、 呼 吸 を し よう と し た の で す が 、 

自分 に 、 い や 、 た だ 、 休 も う 、 と 言い まし た 。 そ れ で 、 私 の 質問 
は 、 それ が 身体 に 、 どの よう な 影響 を 与え て いる の か と いう こと 
で す 。 翌朝 、 目 が 覚め る と 、 少し 、 肉体 が ず き ず き 痛 ん で 、 実際 
に は 痛み で は な い の で す が 、 多分 、 レ ベル 1 くら い の も の で し た 
が 。 私 の 感じ で は 、 身体 が 、 私 た ちの あら ゆる ボディ の 層 を 調整 
し て いっ て いる の で は な いか と 思い まし た 。 それ か ら 3 4 日 後 
に 、 私 は 、 あ あ 、 本 当 に 、 外 に 出 て 、 こ れ で 何 か で きる 、 と 思っ 
た の で す が 、 完全 に 気 が 抜け て し まい まし た 。 私 は 、 それ に つい 
て 何 も で き な い の で あれ ば 、 あの 驚異 的 な 体験 は 何だ っ た の だ ろ 
う 、 と 思っ て いる の で す 。 で すか ら 、 そ こ が 、 私 が 何と 言う か 、 
その まま の 状態 で し た が 、 今日 、 あな た が 、 その 質問 の いく つか 
を 説明 し て くれ まし た が 、 も う 少 し だ け 、 説 明 し て も ら え ます か 。 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : ええ 、 私 た ち は ま ず ・・・ 
あな た が 、 自分 は それ に つい て 何 か を し な けれ ば な ら な い 、 と い 
う 信念 や 「 お お い 」 を 、 ぜ ひ 、 手放し て も らい た いと 思い ます 。 
外 に 出 て 、 何 か を し な けれ ば な ら な い 、 と いう よう な も の は 、 何 
も あり ませ ん 。 さ て 、 私 た ち は 、 人 間 と し て の 部 分 が 、 何ら か の 
形 で それ を 表現 し た いと 思う の は 、 理解 し ます し 、 それ は 喜び の 
表現 で も あり ます が 、 あな た が それ を 何と か し な けれ ば な ら な い 、 
と いう 「 お お い 」 は 、 手放し て 下さ い 。 な ぜ な ら 、 そ れ 自 体 が 、 
ある 障害 を 引き 起こ し て いる か ら で す 、 限 界 を 創り 出し て いる か 
ら で す 。 こ の よう な こと が 起こ る と 、 あな た の 身体 は 確か に 、 途 
方 も な い レ ベル の 変化 を 体験 し ます 。 ある い は 、 あ な た が 、 こ の 
地点 に 一 トバ イア ス が 言う 一 分 離 の 地点 、 ま た は 宇宙 意 
識 に 到達 する と 、 あな た が 実際 に 、 自分 の 過去 世 を 手放し た と 理 
解 で き て 、 感じ 取る と 、 過去 世 は 、 文字通り 、 大 抵 は 地球 の 土 の 
な か に 残っ て いる の で す が 、 それ を 手放し た わけ で す 。 自分 の す 
べ て の 過去 を 癒し て あげ る こと で 、 未 来 が クリ アー に な る の で す 。 
肉体 に は 、 影響 が あり ます 。 けれ ども 、 通常 、 あ な た は 何 年 も 準 


備 期間 を 経て いる の で 、 生 涯 に わた っ て で は な いか も し れ ま せん 
が 、 確実 に 数 年 間 か け て 、 身体 に 打撃 を 与え な いよ うに 、 必要 な 
調整 を 行っ て いま す 。 こ れ を 、 叩 きつ けた り 、 無理矢理 、 配置 し 
よう と は 、 し て いま せん 。 ち ょ うど 、 私 た ち が 今 日 、 話し た 、 フ 
ィ ー ル ド か ら 切 り 離 すこ と が 、 あ る 程度 、 身 体 に 影響 を 与え て も 、 
あな た が その 準備 を し て きた の に 似 て いま す 一 こう 言え る 
か も し れ ま せん 一 身体 が 何ら か の 拒否 反応 を ホ し た り 、 逆 に 
働か な いよ うに 、 身 体 を 整え て きた わけ で す 。 


質問 者 7 : で は 、 私 た ち が あ ら ゆ る も の か ら 切 り 離 され る と 、 
それ は 、 あな た や トバ イア ス 、 他 の 天使 や 存在 の すべ て か ら も 切 
り 離 され る と いう こと に な る わけ で すか ? 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : あて に する と か 、 依存 する 
と いう 意味 で 切り 離す と いう な ら 、 そ の 通り で す 。 

質問 者 7 : オー ケー。 

アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : それ は と て も よく 似 て いま 
す ・・・ 私 た ち は こ こ で 、 何 か 「 た と え 」 を 考え て いま す が ・・・ 
あな た 方 の 多く の 方 が 1 0 代 、2 0 代 の 初め に 家 を 離れ た 時 、 あ 
な た は 切り 離し まし た 。 外 に 出 て 、 自 分 の 力 で や っ て いく の を 、 
学ば な けれ ば な り ま せん で し た 。 あな た が 、 家庭 の 安らぎ か ら 離 
れる の は 知っ て いま し た が 、 それ は 時 に は 、 クレ ー ジ ー な も の だ 
っ た こと も あり ます が 、 食卓 に 食事 が 用 意 さ れ て いて 、 頭 の 上 に 
屋根 が あっ た と いう 事実 は あり ます 。 けれ ども 、 何 か が 、 あ な た 
が 自分 の 力 で や っ て いか ざる を 得 な い 気 持ち に させ まし た 。 その 
呼び か け を 聞き 入れ な か っ た り 、 あ な た の 内 側 の 声 を 聞か な けれ 
ば 、 両 親 か ら 「 出 て 行き な さい 」 と 言わ れ 、 放 り 出 され る と いう 、 
外側 の 出来 事 と し て 表れ る こと に な り ま す 。 自然 な 力 が 働く の で 
す 。 そこ で あな た は 、 自分 の 力 で や っ つて いく こと に な り ま す 。 あ 
な た は 、 あ る 意味 で 、 家族 か ら 、 あ る い は 、 そ れ ま で の 生活 様式 
か ら 切 り 離 され る こと に な り ま す 。 けれ ども 、 あ る 時 点 で 、 あ な 
た は 自由 で 、 自 立 し て 、 自 ら の 自己 と し て 、 戻っ て きま す 。 だ か 
ら と いっ て 、 家族 と 一 緒 に 何 か を し た り 、 一 緒 に いた り 、 親しく 
交流 で き な い 、 と いう こと に は な り ま せん 。 た だ 、 も う 以 前 の よ 
うに 、 彼 ら に ぶら さがっ て いる わけ で は あり ませ ん 。 


あな た が 、 エネ ルギー 的 に 自立 する と いう の は 、 これ に よく 似 て 
いま す 。 フィ ー ル ド か ら 離 れ 、 内 側 の あな た 自身 の エネ ルギー の 
セン ター、 外側 の 力 に 頼る こと の な い 、 一 あな た の 個人 的 な 
エネ ルギー の セン ター 一 を 活性 化す る の を 学ぶ の で す 。 で す 
か ら 、 も う 、 誰 の 世話 に な る こと も あり ませ ん 。 他 の 人 か ら の 愛 
の エネ ルギー に 、 お 金 の エネ ルギー に 、 ど ん な エネ ルギー に も 頼 
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る 必要 は あり ませ ん 。 で すか ら 、 あ な た は 、 完全 に 自立 する の を 
学ん で いる の で す 。 で は 、 自 立 し た 存在 は 、 物 事 を シェ ア し た り 、 
と も に 仕事 を し た り で きる で し ょ うか ? も ちろ ん 、 で きま す 。 
も っ と 、 ずっ と 、 ク リア ー な や り 方 で で きま す 。 な ぜ な ら 、 互い 
か ら 奪 っ た り 、 養 わ れ た りす る こと が な いか ら で す 。 完全 に 、 自 
足し て いま す 。 それ が 一 私 は こう 表現 し ます が 一 「 シ ャ 
ー ン ブラ の 喜び 」 な の で す 。 あ り が と う 。 

質問 者 7 : あり が と う 。 

質問 8: (イン ター ネッ ト よ り 、 リ ンダ 読む ) : 私 は 今 、 ピ 
ッ ト ブ ル (訳注 : 闘 大 用 の 犬 ) を 救助 し て いま す が 、 彼ら は アメ 
リカ で は 、 不当 な 非難 を 受け て いる よう で す 。 問題 を 抱え て いる 
彼ら や 、 他 の 犬 た ちの た め に 何 か 、 器具 を 創り 出せ る の で は な い 
か と 思っ た の で す 。 その よう な か 市場 は ある で し ょ うか ? は っ き 
り し た 答 が いる の で す 。 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : あな た が 見 な けれ ば な ら な 
い の は 一 トバ イア ス は これ に つい て 、 じき に 行わ れる セッ シ 
ョ ン で さら に 話 を する で し ょ う が 一 ペッ ト は 、 こ の よう な 種 
類 の ・・・ 彼ら を 、 動 物 と すら 、 呼 び た く あり ませ ん が ・・・ 
この 愛情 に 満ち た 存在 は 、 彼ら は また 、 自分 の 飼い 主 の エネ ル ギ 
ー や 、 人 類 の 意識 を 吸収 し て 、 そ れ を 映し 出し て いま す 。 で すか 
ら 、 ピ ッ ト ブ ル と いう の は 、 単に 、 も う 一 度 言い ます が 、 人 類 の 
ある 部 分 を 映し 出し た も の で 、 と て も 忠誠 心 が あ り 、 愛情 深い 反 
面 、 不意 に 手足 を も ぎ 取 る な どの よう に 欧 変 する こと が あり ます 。 
今 、 あな た は 、 ピ ッ ト ブ ル の ある 側面 を 、 更生 する た め の 器 具 に 
つい て 話し て いま す 。 私 た ち は 、 ピ ッ ト ブ ル そ れ 自 体 よ り も 、 人 
類 の 意識 を 改め る 器具 を 思い つく 方 が 、 ず っ と 賢明 だ と 思い ます 。 
そこ に は 、 ト バイ アス が これ に つい て は 話 を し ます が 、 特に あな 
た が も う 一 度 、 セ ッ シ ョ ン で 質問 を する な ら 、 で す が 、 動 物 か ら 、 
古い 集合 意識 の エネ ルギー を 解放 する や り 方 が 、 あ る の で す 。 時 
に 、 ペ ッ ト は 、 飼い 主 の エネ ルギー で 身動き が と れ な く な っ て い 
て 、 そ れ は 必ず し も 、 彼 ら に と っ て フェ ア な こと で は あり ませ ん 。 
ペッ ト は 、 飼い 主 の エネ ルギー を 吸収 し 、 そこ に あま り に も 、 は 
まり こん で し まう の で 、 ど う や っ て 抜け 出せ ば よい の か 、 分 か ら 
な いで いま す 。 つま り 、 ペッ ト が 飼い 主 の エネ ルギー か ら 人 解放 さ 
れ 、 そこ か ら 切 り 離 す た め の 、 と て も シン プル な テク ニッ ク が あ 
る の で す 。 


リン ダ : 最後 の 質問 で す 、 あ な た が 選ぶ な ら 。 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : あと いく つか 。 


リン ダ : オー ケー。 ジ ェ フ の 声 は 、 大 丈夫 で すか ? 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : も ちろ ん で す 。 


リン ダ : オー ケー。 ( 笑 ) 


質問 9 : (マイ ク の 男性 ) : こん に ち は 。 私 の 、 今度 の クレ 
スト スト ー ン へ の 旅 に つい て 、 そこ に 引っ 越す 可能 性 や 、 そこ で 
暮らし て いく こと に つい て 、 また 、 モツ ー と 私 の つなが り に つい 
て 、 何 か ガイ ダン ス を いた だ け ま すか ? 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : 面白 いで すね 。 それ に つい 
て は 、 あ まり 具体 的 な こと は 、 言 いた く あ り ま せん 。 と いう の は 、 
それ は あな た の 旅 だ か ら で す 。 あな た が 創造 する 、 どん な も の に 
も な り ま す 。 あな た が その 、 いわ ゆる クレ スト スト ー ン と いう 地 
域 に 惹か れる の は 、 その 場所 の 地理 も あり ます が 、 それ だ け で は 
な く ・・・ あな た が そこ で 出会う 人 た ちの こと も あり ます 。 あ 
な た 方 は 互い に 、 エネ ルギー が と て も つなが っ て いる の で す 。 で 
も 、 私 た ち は 、 あな た の 代わ り に 、 あ な た の 体験 を 創り た く は あ 
り ま せん 。 あな た が 聞い て いる の は 、 あな た 自身 の ハー ト の 呼び 
か け で 、 あ な た の 内 な る 存在 が 、 そ こ に ある 何 か に 、 共振 し て い 
る の で す 。 た だ 、 それ に 従っ た ら ど う で すか ? 途中 で 何 か を 計 
画 し よう と せ ず 、 私 に どう 思う か 、 と も 聞か ず に 、 た だ 、 そ こ に 
行き 、 何 が 起こ る か を 発見 た ら ど う で し ょ う ? これ は あな た の 
旅 で あり 、 あ な た は 明らか に 、 そ こ に 共振 し て いま す 。 で すか ら 、 
それ に 従っ て 下さ い 。 あな た の 質問 が 優れ て いる の は 、 それ が た 
だ 、 あ な た に 当て は まる だ け で は な く 、 つ まり 、 ク レス トス トー 
ン や 、 そ こ に いる 人 た ち だ け の こと で は な い の で す 。 こ れ は 、 シ 
ャ ー ン ブラ に 当て は まる こと で す 一 あな た が 感じ る 時 、 ざ わ 
めき を 感じ る 時 、 それ が マイ ンド か ら の も の で は な く 、 あ な た 全 
体 か ら 感 じ ら れ る 時 、 あな た は 何 か す べき だ 、 と た だ 分 か っ て い 
て 、 ど こ か に 行き 、 何 か を 創作 し た り 、 そ うい うこ と を し ます 。 
それ は 、 あ な た の ハー ト が 、 話 を し て いる の で す 。 あ な た の 内 な 
る エネ ルギー が 、 話 を し て いる の で す 。 それ に 従っ て 下さ い 。 従 
えば 、 あな た の 個人 的 な エネ ルギー の セン ター を も 、 活性 化す る 
助け に な る か ら で す 。 これ が 、 さ ら に 、 も っ と 頻繁 に 続く の に 気 
づく で し ょ う 。 と いう の は 、 あ な た は 、 今 、 さ ら に クリ アー に な 
っ て いて 、 エ ネル ギー を ずっ と 感じ られ る か ら で す 。 で すか ら 、 
あり が と う 。 


質問 者 9: 私 と モツ ー と の つなが り に つい て 、 何 か 話 し て くれ 
ます か ? 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : 私 た ち は 、 あ な た が そこ で 
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会 う グ ルー プ に つい て 言い まし た が 、 そ こ に は その エネ ルギー 
が 含ま れ て いま す 一 それ も 、 エ ネル ギー の 一 部 で す 。 


質問 者 9 : オー ケー。 あ り が と う 。 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : いか に も 。 


質問 10: (イン ター ネッ ト よ り 、 リ ンダ 読む ) : あな た や 、 
他 の いろ いろ な 存在 が 、 私 た ちの お 金 に つい て の 信念 で 、「 過 不 
足 な く 」 と いう こと を 言っ て いま す が 、 私 に は 、 こ の お 金 の エネ 
ルギー と いう 問題 は 、 私 た ちの 惑星 で は 、 今 、 あま り に も 重要 な 
も の に 思え ます 。 子供 時 代 を 、 カト リッ ク の 全寮 制 の 学校 で 過 ご 
し た 者 に と っ て は 、 気の毒 な こと で す 。 それ だ け の ディ スカ ッ シ 
ョ ン の あげ くに 、 私 た ち が 必 要 な も の を 受け と る た め に は 、 私 た 
ち に は 、 他 の 人 た ち が 望 ん で いる サー ビス や 、 製品 が な く て は な 
ら な い 、 と いう よう な こと で 、 私 は 何 か 、 エ ネル ギー を 見 落と し 
て いた の で し ょ うか 、 それ と も 、 そこ に は 私 が 理解 で き な い 何 か 
が ある の か 、 ある い は 、 私 は あま り に も 3 次 元 に 入り 過ぎ て いる 
の で し ょ うか ? 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : 頭 に 入り 過ぎ て いま す 。 あ 
まり に も 、 分 析 し よう と し て いて 、 お 金 を 解明 し よう と 、 し 過ぎ 
て いま す 。 あな た が それ を 操作 し よう と する の を 手放せ ば 、 すぐ 
に 自足 し ます 。 それは 、 そ こ に ある の で す 。 今 で は 、 そ れ を 学ん 
だ シャ ー ン ブラ が と て も た くさ ん 、 い ます 。 彼ら も また 、 同じ こ 
と を 言う で し ょ う 。 手放さ な けれ ば な り ま せん 。 何と か し て 強要 
する の を 、 や め な けれ ば な り ま せん 。 それ は た だ 、 そ こ に あり ま 
す 。 エネ ルギー の 豊か さ 、 エ ネル ギー の 具現 化 、 現実 化 は 、 自然 
な こと な の で す 。 足り な いこ と が 、 不 自然 な の で す 。 あな た が 人 
生 に 、 足り な いも の を 創造 する の に 、 どれ くら い の ワ ー ク を し て 
きた か を 、 見 て 下さ い 。 も う 、 そ の 「 お お い 」 を 手放し て 下さ い 。 
それ は た だ 、 い つ で も そこ に あり ます 。 あ な た に 必要 な も の は 、 
た だ 、 入っ て くる の で す 。 それ は と て も シン プル な 原理 な の で す 
が 、 皆さん は 、 あ まり に も 複雑 な も の に し た が り ま す 。 あな た は 
私 た ち に 腹 を 立て 、 魔 法 の 公式 の よう な 、 あ な た に 代わ っ て た だ 、 
や っ て くれ る 特別 な 道具 の よう な も の を 、 私 た ちか ら 与 えて も ら 
いた が り ま す 。 け れ ど も 、 そ れ は 、 す ぐ 、 そ こ に あり ます 。 私 た 
ちの よう に 、 は っ きり と あな た に それ が 見 えれ ば よい の で す が 。 


質問 1 1 : (マイ ク の 女性 ) : アダ マス 、 私 は し ば らく の 間 、 
自分 の フィ ー リ ング と 気づき の レベ ル の 低 さ に 、 内 側 や 周囲 で 起 
き て いる こと に 関し て 、 私 の 天使 た ちや 、 あな た や トバ イア ス が 
私 を 訪れ る の に 気づく と いう こと に 関し て 言え ば 、 ずっ と 、 フラ 
スト レー ショ ン を 感じ て いま す 。 それ で 、 こ の 1 ヶ月 の 間 、 私 た 


ち が 与 えら れ た 課題 を し て いる 時 に 、 そ れ が クリ スタ ル の 領域 か 
ら 切 り 離 され た こと に 関係 し て いる 、 と いう の で 、 私 が 何 か 、 そ 
の よう な も の を 感じ な いよ うに 、 誓い や 、 約束 の よう な こと を 交 
わし た の で は な いか 、 と 感じ た の で す 。 そ こ で 、 私 た ちの より 、 
高い フィ ー リ ング と 再び つなが り 、 そ の よう な 碑 約 を 切り 離す 、 
手放す こと の 物理 学 に つい て 、 少 し 話し て も ら え ます か ? 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : も ちろ ん で す 。 そ れ く らい 
オー プン で 、 正直 に な っ て 、 ここ で あな た 自身 に つい て シェ アレ し 
て くれ た こと に 、 感 謝 し た いと 思い ます 。 あ な た や 他 の 人 た ち が 、 
この よう な レベ ル に 進化 する に つれ て 、 と て も 急速 に 進化 する 時 、 
古い 場所 に 戻っ て 感じ よう と する 傾向 が あり ます 。 た と えば 、 あ 
な た が いわ ゆる 、 強 い ス ピリ チュ アル な フィ ー リ ング を 持つ 時 

ー ノウ イン グ ネ ス (知っ て いる 状態 ) が 、 あ な た を 襲い ます 一 
あな た は 、 あ る 意味 で 、 そ こ に 印 を つけ 、 そ こ に 戻 ろ うと し ます 。 

そこ が 、 以前 に フィー リン グ を みつ けた 場所 だ 、 と 言 お うと し ま 
す 。 けれ ども 、 そ こ で あな た は 混乱 し 、 なぜ 、 も う フ ィ ー リ ング 
を 持た な く な っ た の だ ろう 、 と 言い ます 。 何 か 、 き っ と 、 間 違っ 
た こと を し た の だ 、 と 言い ます 。 ちな み に 、 そ れ が 人 間 の 特徴 と 
し て 、 よ く 見 られ る も の で す 一 「 私 は きっ と 、 何 か 間 違っ た 
こと を し た の だ 。 奪い や め 、 そ うい う も の に 違い な い 。 」 それ も 
少し は あり ます が 、 ここ で 、 あな た に シェ ア し て お きた いこ と が 
あり ます 。 あ な た は 、 新 し い 場 所 を 見 始め な けれ ば な り ま せん 。 
いい で すか 、 感じ る の に 、 新しい 場所 を 見 る の で す 。 あな た が 昨 
日 、 感じ て いた 場所 、 私 た ちと の つなが り は 、 も う 、 そ こ に は な 
い の で す 。 あ な た は 変わ り ま し た 。 私 た ち も ま た 、 変 わり まし た 。 

それ な の に 、 あ な た は ここ に 降り て 、 戻っ て き て 、 私 た ち を みつ 
け よ うと し ます 。 私 た ち は 、 上 の ほう で 、 あ な た と と も に いる の 
で す 。 すぐ ここ に 、 今 、 い ます 。 あ な た の 感受 性 、 フ ィ ー リ ング 
の 基点 を 、 毎日 、 順応 させ 、 拡大 で きる か 、 と いう こと で す 。 毎 
日 、 ひ と つ 、 あ な た に よい と 思わ れる の は 、 ベ ッ ド か ら 出 る 時 に 、 

あの 深呼吸 を し て 、 あ な た 自身 の 、 あ な た の フィ ー リ ング の 、 あ 
な た の 意識 の 、 新しい 場所 を みつ ける こと で す 。 1 週間 前 や 、1 

年 前 に 感じ た も の に 、 戻ら な いで 下さ い 。 それ が 、 ど れ ほ ど 科 単 
か に 、 満 足す る で し ょ う 。 


質問 者 1 1 : あり が と う 。 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : あり が と う 。 


リン ダ : 最後 の 質問 で す 、 も し 選ぶ な ら ・・・ アダ マス 、 さ 
て 、 こ れ は トバ イア ス に あて た も の で す が 、 構 いま せん よね 。 


(イン ター ネッ ト よ り 、 リ ンダ 読む ) : 私 は ここ 
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質問 1 2 


で 、 私 の 職業 の 方 向 性 に つい て 、 少々 、 悩ん で いま す 。 答 は 私 の 
内 側 に あり ます が 、 ど う も 、 みつ けら れ な い の で す 。 その 内 な る 
確信 が な いま ま 、 待っ て いる の が 、 勉強 し て いる の が 、 じ れ っ た 
く な っ て いま す 。 何 か 、 助言 を いた だ け ま すか ? それ か ら 、 現 
在 、「 悪 い 考 え 」 を どの よう に 扱え ば よい の で し ょ うか 一 あ 
な た が 以前 の シャ ウド で 話し た よう に 、 コ ント ロー ル を 手放す の 
と 同じ や り 方 で すか ? 私 た ち は ま だ 、 マ イン ド に ある 「 悪 い 考 
え 」 を 、 悪い 現実 を 創造 し て し まう と いう 怖 れ な し に 、 手放す こ 


と が で きる の で し ょ うか ? それ は まだ 、 私 に 起こ る こと が あり 、 


私 は そこ で 、「 コ ント ロー ル を 手放す 」 と いう の を や っ て いま す 
が 、 よ く 分 か ら な いこ と が あり ます 。 そ れ は 恐ろし いこ と で すし 、 
どう や っ て 、 共 同 創造 と いう 私 た ちの パワ ー を 知れ ば よい の で す 
か ? 


アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン : あな た の 思考 に フィ ルター 
を か け よ うと し な いこ と が 、 今 で も 、 大 切 で す 。 と いう より は 、 
あな た の マイ ンド に 入っ て くる も の に 対し て 、 観察 者 に な る こと 
で す 。 それ が イメ ー ジ で も 、 思 考 で も 、 ア イデ ア で も 。 観察 者 に 
な っ て 下さ い 。 し か し 、 古い 傾向 と し て 、 良 い 人 に な る に は 、 良 
い 考 え し か 持っ て は な ら な い 、 と いう も の が あり ます 。 で も 、 そ 
れ が 、 明らか に 、 か な り の アン バラ ンス を 引き 起こ し 、 そこ で 何 
が 起こ る か と いう と 、 あな た は た だ 、 ど こ か に 「 悪 い 考え 」 を た 
めこ み 、 地下 室 の 奥深 くに 、 隠し て し まっ た だ け な の で す 。 そし 
て ある 日 、 そ れ が 浮上 し て 、 あ な た を 圧倒 する の で す 。 で すか ら 、 

それ は ・・・ それ は また 、 必ず し も 、「 悪 い 考 え 」 と は 限ら な 
い 、 と いう の を 理解 する こと で す 。 そこ に ある の は 、 あ な た が あ 
る 特定 の フィ ー リ ング を 持っ た り 、 スピ ン を か ける 、 た だ の 思 

に 過ぎ な い の で す 。 けれど 、 そ の よう な も の が 、 な ぜ 、 あ な た の 
マイ ンド や 、 現実 に 入っ て くる の か 、 と いう 一 な ぜ 、 そ こ に 
ある の か 、 と いう こと の 、 観 察 者 に な っ て 下さ い 。 も う ひ と つの 、 

と て も シン プル な 道具 は 一 も し 、 道具 が ほし けれ ば 、 で す が 
ー あら ゆる 思考 、 あ ら ゆ る アイ デア 、 あ ら ゆ る 衝動 が 、 何 の た 
め に 、 そ こ に ある の か を 聞い て みて くだ さい 。 観察 者 と し て 、 創 
造 者 と し て 、 あ な た に は この よう に 言う 、 壮 大 な 権利 が あり ます 。 
「 な ぜ 、 あ な た は そこ に いる の で すか 、 暗 い 考え よ 。 た っ た 今 、 
入っ て きた の は な ぜ で すか ?」 それ か ら 、 聞 いて 下さ い ・・・ 
あな た の ハー ト の な か で 、 答 を 聞い て 下さ い 。 時 に は それ は 、 あ 
な た の 思考 で も な いこ と が 、 分 か り ま す 。 そ れ ら の 暗い 思考 は 、 
あな た を 見 て 、 こ う 言 いま す 。「 私 に 話し か け な い で 。 あ な た の 
も の で すら 、 な い の だ か ら 。 た だ 、 通 り 過 ぎ て いる だ け な の に 。 
放っ て お いて よ 。 」( 笑 ) また 、 こ の よう に 言う 時 も あり ます 。 

「 私 は 単に 、 解決 され て いな い 問 題 で す 。 私 を 自由 に し て くれ ま 
すか ?」 その 時 は 、 単に 、 自由 に し て あげ れ ば よい だ け の こと 
で す 。 何 か 、 い ろ い ろ な 儀式 や 、 そ うい う も の を する 必要 は あり 


ませ ん 。 彼ら が 、 あ な た に か っ と し て 、 腹 を 立て 、 あ ら ゆ る こと 
に 対し て あな た を 非難 し 、 彼 ら に 十分 な こと を し て あげ て いな い 、 
と 主張 する こと も ある で し ょ う 。 で も 、 た だ 、 聞い て 下さ い 。 あ 
な た は 、 観 察 者 な の で す 。 も う ひ と つ 、 理 解 し て お く の が 一 道 
具 が ほし いな ら 、 こ れ は 、 と て も 重要 な 道具 で す 一 問題 を 解 
決する 必要 は な い 、 と いう こと を 理解 し て 下さ い 。 人 間 は 、 問題 
を 解決 し な けれ ば な ら な い 、 と いう 切迫 し た 衝動 を 持っ て いま す 。 
シャ ー ン ブラ で すら 、 持 っ て いま す 。 時 に 、 あ な た が 入っ て 行き 、 
問題 を 解決 し よう と する と 、 言い 換え れ ば 、 問題 に 取り 組む た び 
こ 、 すべ て を 終わ ら せ な けれ ば な ら な い 、 と 思い ます 。 それ は た 
だ 、 あな た の エネ ルギー を 縛り つけ て いま す 。 解決 する 必要 は あ 
り ま せん 。 た だ 、 却下 すれ ば よい の で す 。 そ し て 、 も う 、 自 分 の 
現実 に は それ は 必要 な い の だ 、 と た だ 、 言 えば よい の で す 。 


あな た は また 、 職業 に つい て 聞き まし た が 、 あな た の 質問 の な か 
で 明白 で し た が 、 あな た の エネ ルギー の な か で 、 それ が と て も フ 
ラス トレ ーション の ある も の だ と いう の が 、 明らか で し た 。 あな 
た が な ぜ 、 そ の 職業 に と ど ま っ て いる の か 、 じっくり と 探っ て ほ 
し いと 思い ます 。 い くつ か 、 ヒ ント を 与え まし ょ う 一 それ は 、 
あな た の アイ デア で は あり ませ ん で し た 。 あな た は 、 誰か 他 の 人 
の 願い や 、 望み を 満た そう と し て いる の で す 。 それ が 自分 の アイ 
デア だ っ た と あな た が 思う に し て も 、 も う 、 職 業 を 変え る 時 で す 。 
あま り に も 深く 入り 過ぎ て 、 自分 が も っ と 不幸 に な っ て 、 半年 後 
や 1 年 後に に 、 あな た が 私 た ち に 次 に 聞く 質問 が 、 な ぜ 、 自分 は こ 
れ ほ ど 不 幸 な の か 、 と いう も の に な り 、 私 た ち は 、 あ な た を 仕事 
か ら ク ビ に し て あげ る 手伝い を し な けれ ば な ら な く な っ て し ま 
いま す 。 ( 笑 ) 


さて 、 今日 、 皆さん の 代理 の 先生 に な れ た の は 、 光栄 で し た 。 代 

理 の も の が や ら な けれ ば な ら な いこ と を 考え た ら 、 皆 さん は と て 

も 行儀 よく し て いま し た 。 クツ ミ が 一 何と 言う か 一 今日 、 
セリ フ と ユー モア の いく つか で 、 私 の 脚本 家 に な っ て くれ た の は 、 
光栄 な こと で す 。 彼 は 私 より 、 その 感覚 が あり ます か ら 。 彼 は 沈 

黙 の な か に あり ます が 、 彼 は 、 で きれ ば 、 少し の 間 、 言葉 を 使わ 

ず に 、 た だ 、 彼 の 愛 を シェ ア し た いと 思っ て いま す ・・・ 


( 間 ) 


それ か ら 、 彼 の ユー モア も 少々 。 


1 am yes, I am. 


translator: mayumi ( 林 上 眞弓) 


クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の トバ イア ス は 、 コロ ラド 州 ゴ ー ル デン の ジェ フ 
リー・ ホ ッ プ に より 提供 され て いま す 。 聖書 の トビ ト 記 か ら の トバ イア ス 
の 物語 は クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の ウェ ブサ イト www. crimsoncircle. com で 
見 る こと が で きま す 。 ト バイ アス の 資料 は 、 世界 中 の ライ トワ ー カ ー と シ 
ャ ー ン ブラ 達 に 、1999 年 8 月 (トバ イア ス が 人 類 は 破壊 の 可能 性 を 脱し 

て 新しい エネ ルギー に 入っ た と 話し た 時 ) 以来 、 無 償 で 提供 され て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は 、 新しい エネ ルギー に 入る 最初 の 人 々 に 含ま れる 
人 間 の 天使 の 世界 的 な ネッ トワ ー ク で す 。 彼ら が アセ ンション 状態 の 喜び 
と 挑戦 を 経験 する に 従い 、 彼 ら は 他 の 人 々 の 旅 を シェ アリ ング と 世話 と ガ 
イド に よっ て 支援 し ます 。 毎月 、7 万 人 を 越え る 訪問 者 が クリ ム ゾ ン ・ サ 
ー ク ル ・ ウ ェ ブ サイ ト を 訪れ 、 最新 の 資料 を 読み 、 自 ら の 経験 を ディ スカ 
ッ シ ョ ン し て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は コロ ラド 州 デ ン バ ー 地 域 で 毎月 集まり が あり 、 そ 
こ で トバ イア ス は ジェ フリ ー・ ホ ッ プ を 通し て 、 最 新 の 情報 を 提供 し ます 。 
トバ イア ス は 、 彼 と 天界 の クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の 他 の 存在 達 は 実際 に 
は 人 間 達 を チャ ネル し て いる と 述べ て いま す 。 ト バイ アス に よれ ば 、 内 側 
で それ を 経験 し な が ら 、 それ を 外側 か ら 見 られ る よう に 、 私 達 の エネ ル ギ 
ー を 読み 、 私 達 自 身 の 情報 を 翻訳 し て 私 達 に 戻し て いま す 。 クリ ム ゾ ン ・ 
サー クル の 集会 は 一 般 に 公開 され て いま す が 、 予 約 を し て いた だ いた ほう 
が いい で す 。 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は その 豊か さ を 世 界 中 の シャ ー ン ブラ 
の 開か れ た 愛 と ギフ ト を 通し て 受け 取り ます 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の 究極 の 目的 は 、 内 な る スピ リ チ ュ アル な 目覚 め の 
道のり を 歩む 人 々 に 、 人 間 の ガイ ド 、 教師 と し て 奉仕 を する こと で す 。 こ 
れ は 福音 伝道 の 任務 で は あり ませ ん 。 むし ろ 内 な る 光 は 、 人 々 を あな た の 
思い や り と 世話 を 求め 、 あ な た の ドア ステ ッ プ に 案内 する の で す 。 “ 剣 の 
橋 ” の 旅 に 船出 し よう と する 比類 な き 、 尊い 人 が あな た の と ころ に や っ て 
来る 時 、 あ な た は その 瞬間 に 何 を し 、 教え る べき か わか る で し ょ う 。 


も し 、 あ な た が これ を 読ん で いて 、 真 実 と 繋が り の 感覚 を 感じ る の な ら 、 
あな た は 本 当 に シャ ー ン ブラ で す 。 あな た は 教師 で あり 、 人 間 の ガイ ド で 
す 。 神 性 の 種 を 、 こ の 瞬間 に 、 あ な た の 内 で 花 開 か せ 、 そ し て いつ も や っ 
て 来 させ て くだ さい 。 あな た は 決し て 一 人 きり で は あり ませ ん 。 世界 中 に 
ファ ミリ ー が いて 、 あ な た の 周り の 領域 に も 天使 達 が いる か ら で す 。 


どう ぞ 、 この テキ スト を 非 商業 ペー ス 、 無償 ベー ス で 自由 に 配布 し て くだ 
さい 。 ど うか 情報 は 完全 に 含め る と と も に 、 これ ら の 脚注 も 含め て くだ さ 
い 。 他 の すべ て の 利用 に つい て は 、 コ ロラ ド 州 ゴー ルデン の ジェ フリ ー・ 
ホッ プ に よる 書面 の 同意 が 必要 に な り ま す 。 


コピ ー ラ イト 2005 ジェ フリ ー・ ホ ッ プ コロ ラド 州 ゴ ー ル デン 80403 
私 書 箱 7328 メール Tobias@crimsoncircle.com この メー ル ア ド レ 
ス は 、 ス パム ロボ ッ ト か ら 保 護 さ れ て いま す 。 ア ドレ ス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい 著作 権 所 有 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル 
に つい て の より 詳し い 情 報 は email@crimsoncircle.com この メー ル ア ド 
レス は 、 スパ ムロ ボッ ト か ら 保護 され て いま す 。 アド レス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい まで メー ル く だ さい 。 


